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１．研究計画の概要 
本研究は、日本の言語史・文化史上、極め

て貴重で高い研究資料的価値を有しながら、
これまで十分に活用されてこなかった蝋管
等初期録音資料群について、音響工学・光学
解析・保存科学・科学史学・博物館学・日本
語学・言語学・日本史学・日本芸能史学の観
点から、その再生・保存・内容分析に関する
総合的・横断的な研究を展開し、本資料群に
関わる諸領域での研究の基盤を構築しよう
とするものである。 
具体的には、以下の(1)～(4)の各研究課題

の達成を目指す。 
(1) 蝋管等初期録音資料の音声復元方法の
開発 
(2) 蝋管等初期録音資料の保存方法の開発 
(3) 国内外の初期録音所蔵機関の訪問調査 
(4) 初期録音資料群の言語内容情報の言語
史的・芸能史的分析 
 
 
２．研究の進捗状況 

１に掲げた(1)～(4)の各研究課題につい

て、以下のような研究成果を得ている。 
 

(1)蝋管等の保存状態・形態等に応じ、最適

な音声復元が可能となるよう、触針およびレ

ーザービーム反射光、低コヒーレンス干渉計、

マイクロフォーカスＸ線ＣＴ、ＣＣＤカメラ

を利用した再生方式について、実験等を行な

い、多くの新たな知見を得た。また、既開発

の蝋管再生機を改良し、様々な規格の蝋管の

再生が可能となるようにした。 

 

(2)当該資料群のこれ以上の経年劣化を防止

し、恒久保存の対策を講じるための情報を得

るべく、Ｘ線ＣＴ等を用い、蝋管の状態を精

査し、表面の破損、材質の劣化の程度を測定

し、多くの有益な情報を得た。また、蝋管を

良好な状態で保存するための保管箱を製作

し、それに(3)に述べる貴重な国内録音蝋管

を収めて、実際の保存状態を継続観察した。 

 

(3)当該資料群を所蔵する国内外の諸機関を

訪問し、所蔵内容・保存状態を調査した。特

に、広島県内旧家が有する希少な国内録音蝋

管を精査し、上述(2)に直結する貴重な情報

を得た。また、英米等に、本邦未紹介の日本

関係蝋管資料が現存することを確認した。さ

らに、これらの機関関係者と、今後の研究協

力を含めての有意義な意見交換ができた。 

 
(4)先行研究と上述(3)で得た音源等を対象
に、日本語文法史、日本語音韻史、近代日本
史、日本芸能史の観点から、言語内容の分析
および関連調査を行なった。特に、現存最古
の日本語録音である 1900年パリ録音に関し、
詳細な音声分析と語法分析を試みた。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 ２で述べたとおり、所期の研究目的を達成
すべく、着実な研究成果を得つつあるが、研
究の過程で、４に述べるような諸点に関し、
更なる研究の深化の必要を認識し、それらに

 



 

関しては、未だ、十分な研究の進展が得られ
ていない。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究の過程で、初期録音資料研究の基盤

を構築するためには、特に以下の諸点に関し、
研究を深化する必要があると認識した。 
 
(1)既に開発しつつある諸方式での安定した
音声復元のためには、なお暫くの実験期間を
要し、更に、当初計画になかった高性能スキ
ャナ利用等の新方式も試みる必要がある。 
 
(2)国内で所蔵されている初期蝋管の劣化は
当初の予想以上に深刻であり、慎重かつ組織
的な状態観察と組成分析に基づく、保存対策
の確立が焦眉の急である。 
 
(3)国内外諸機関での蝋管等の所蔵状況調査
から、更なる資料発見の可能性が生じ、また、
先進的な試みを続ける欧米録音アーカイブ
ズに学ぶ必要がある。 
 
(4)これらの成果により、言語内容調査対象
となる資料群の蓄積が期待でき、これら録音
資料群の詳細な分析には言語・芸能・歴史の
研究者間の協力が不可欠である。 
 
 そのため、新たな研究計画の下での研究体
制・期間・費用の再構築を図り、計画最終年
度前年度の応募を行なった結果、同じ研究代
表者による研究課題「蝋管を中心とした初期
録音資料の音源保存・音声復元・内容分析に
関する横断的研究」（基盤(A)、2009～2012）
として採択され、本研究を継承・発展させた
研究を展開することとなった。 
 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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